
血中ペプチドマーカーで現在のがんのリスクが分かる

< ProtoKey® (プロトキー) 大腸がんリスク検査 とは？>

< ProtoKey®大腸がんリスク検査の特徴>

ProtoKey®大腸がんリスク検査をスクリーニングに用いることで
大腸がんの早期発見・早期治療の可能性を高めることが可能です。

検査では4種類のペプチドを測定し、「がんに近い状態」かをリスク評価として算出いたします。リスクは評

価A（低リスク群）、B（中リスク群）、C（高リスク群）の三段階で判定します。京都府立医科大学附属病院の

研究成果からは感度82%、特異度93%と、高い精度を示すことが報告されています。

大腸がんで特異的に増減する血中ペプチド量を測定することで、大腸がんのリスクを調べる血液検査で

す。採血のみで簡単に一次スクリーニングが実施できるため、大腸がんの予防・早期発見にご活用いただく

ことが可能です。

評価A

（低リスク群）
インデックス値：0.00-0.41

大腸がんリスク検査

◆がん発生時の体内変化

体内で変化した酵素やタンパク質により、がんに近い状態特有の
ペプチド断片が切り離されると考えられます。

で測定

◆大腸がんのバイオマーカーペプチド

フィブリノゲン
の断片

α-2-HS-糖
タンパク質の断片

血液凝固第ⅩⅢ
因子の断片

血管拡張因子刺激
リン酸化

タンパク質の断片

総合的に評価

評価B

（中リスク群）
インデックス値：0.42-0.91

評価C

（高リスク群）
インデックス値：0.92-1.00

（イメージ図）



<報告レポートイメージ>

検査項目名 ProtoKey® (プロトキー) 大腸がんリスク検査

検体量 血清 1.0 mL

容器 一般生化学採血管

保存(安定性) 血清冷凍

報告期間 検体受領から3～4週間

測定・解析機関 株式会社プロトセラ

検査方法 質量分析法

備考 ProtoKey® (プロトキー) 大腸がんリスク検査は大腸がんのリスクを判定する保険未収載の検査
です。
ProtoKey® (プロトキー) 大腸がんリスク検査の結果のみで大腸がんの有無を判定する検査では

ありません。他検査の結果と併せて今後の検査・治療方針の検討にお役立て頂くことをお勧めい
たします。
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A3見開きの報告書を作成させていただきます。
報告書には大腸がんを予防するためのヒントや測定物についての解説も記載しております。
また、評価C（高リスク群）の方には必要に応じて精密検査の実施を推奨しております。
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